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来
年
四
月
か
ら
厚
生
年
金
の
報
酬
比
例
部

分
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
無

年
金
期
間
が
生
じ
る
「
二
〇
一
三
年
問
題
」

が
一
年
後
に
迫
る
中
、
政
府
は
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
（
高
齢
法
）
の
改
正
案
を
今
通
常

国
会
に
提
出
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
春
闘

で
も
こ
の
問
題
を
協
議
・
交
渉
す
る
企
業
労

使
が
多
く
、
交
渉
の
行
方
に
も
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
労
働
政
策
審
議
会
は
一
月
六
日

の
建
議
で
、
今
後
の
高
年
齢
者
雇
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
①
現
行
法
九
条
二
項
に
基
づ

く
継
続
雇
用
制
度
に
お
け
る
対
象
者
基
準
を

廃
止
す
る
こ
と
、
②
基
準
制
度
の
廃
止
に
伴

う
措
置
と
し
て
、
当
面
の
問
は
公
的
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
と
接
続
す
る
形

で
、
現
行
法
に
基
づ
く
対
象
者
基
準
を
用
い

る
こ
と
の
で
き
る
経
過
措
置
を
特
例
的
に
設

け
る
こ
と
、
③
継
続
雇
用
に
際
し
て
の
雇
用

確
保
先
の
対
象
企
業
と
し
て
、
一
つ
の
企
業

内
で
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
こ
と
か
ら
持
ち
株
比
率
二
〇
％
超
の
関
連

会
社
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
こ

と
―
―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
建
議
を
踏
ま
え
た
、
同
法
の
改
正
案

が
三
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
通
常
国
会

に
上
程
さ
れ
て
い
る
。

経
団
連
「
企
業
の
み
に
過
大
な
負
担
」

　

経
団
連
は
こ
の
建
議
に
対
し
て
、
一
月
に

発
表
し
た
二
〇
一
二
年
春
季
労
使
交
渉
の
指

針
と
な
る
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」

（
経
労
委
報
告
）
で
、「
厚
生
年
金
の
報
酬
比

例
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、

本
来
、
社
会
全
体
で
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
に
の
み
過
度
な

負
担
を
求
め
る
方
向
で
の
見
直
し
と
な
っ

た
」
と
非
難
。
さ
ら
に
、「
労
働
者
の
就
労
の

可
否
を
問
う
こ
と
な
く
、
本
人
の
希
望
の
み

に
よ
り
、
企
業
に
雇
用
確
保
を
強
い
れ
ば
、

生
産
性
の
低
下
や
、
競
争
力
の
減
退
を
招
く

だ
け
で
な
く
、
新
規
採
用
の
抑
制
な
ど
、
若

年
者
雇
用
ヘ
の
悪
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
」

と
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
二
〇
一
〇
年
に
発
表
し
た

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
」
で
提
起
す
る

六
〇
歳
以
上
の
企
業
在
職
者
や
離
職（
予
定
）

者
な
ど
を
対
象
に
、
求
人
・
求
職
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
「
人
材

バ
ン
ク
構
想
」
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
連
合
は
、「
雇
用

と
年
金
の
接
続
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
希
望

者
全
員
が
六
五
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
社
会
的
要
請
で
あ

り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
で
も
あ
る
」
と
反

論
。
ま
た
、「
企
業
で
長
く
職
業
経
験
を
積
ん

だ
高
齢
者
と
新
規
学
卒
者
を
中
心
と
す
る
若

年
者
と
で
は
、
熟
練
度
の
他
、
携
わ
っ
て
い

る
仕
事
の
種
類
や
分
野
、
求
め
ら
れ
る
雇
用

の
質
が
異
な
る
の
で
、
代
替
性
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
、
高
齢
者
と

若
年
者
で
は
求
め
ら
れ
る
能
力
開
発
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、「
若
年
者
雇
用
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と
の
指
摘
は
妥
当
で
な
い
」
と
、
経
団

連
の
主
張
に
ク
ギ
を
さ
し
て
い
る
。

連
合
方
針
は
希
望
者
全
員
の
「
協
約

化
」
を

　

一
方
、
連
合
は
建
議
の
内
容
を
「
希
望
者

全
員
の
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
実
現
さ

れ
る
」
と
基
本
的
に
は
評
価
し
つ
つ
、
今
春

闘
で
は
法
改
正
に
先
駆
け
た
対
応
と
し
て
、

「
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
た
六
五
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
と
す
る
労
働
協
約
の
締
結
」
を

構
成
組
織
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、
雇
用
と
年
金
を

確
実
に
接
続
さ
せ
る
た
め
、
現
行
高
齢
法
で

定
め
る
三
つ
の
雇
用
確
保
措
置
（
六
五
歳
ま

で
の
定
年
の
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の

導
入
、
定
年
の
定
め
の
廃
止
）
の
い
ず
れ
か

を
導
入
す
る
。

　

こ
の
う
ち
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
、
そ

の
対
象
者
の
基
準
を
労
使
協
定
で
設
定
し
て

い
る
場
合
は
、
継
続
雇
用
制
度
に
お
け
る
対

象
基
準
に
関
す
る
労
使
協
定
の
措
置
（
高
年

法
第
九
条
第
二
項
）
の
廃
止
に
向
け
た
法
改

正
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
者
全
員
を

対
象
と
し
た
六
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
と
す

る
労
働
協
約
の
締
結
を
め
ざ
す
。

基
幹
労
連
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
月
額
二
八
万

円
を
提
起

　

産
別
の
方
針
も
高
齢
法
上
の
「
法
に
も
と

づ
く
労
使
協
定
」
で
は
な
く
、
対
象
者
を
希

望
者
全
員
と
し
た
労
働
協
約
の
改
定
を
求
め

て
い
る
。

　

自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼
・
造
船
な
ど
の
産

別
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）

は
、
①
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
誰
で
も

働
く
こ
と
が
で
き
る
②
年
金
満
額
支
給
開
始

年
齢
と
雇
用
期
間
が
接
続
す
る
③
六
〇
歳
以

降
就
労
者
の
組
合
員
化
を
図
る
―
―
の
三
条

件
を
統
一
目
標
に
、
各
産
別
は
そ
れ
ぞ
れ
の

闘
争
方
針
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
。

　

鉄
鋼
、
造
船
・
重
機
、
非
鉄
な
ど
の
組
合

で
構
成
す
る
基
幹
労
連
は
「
希
望
者
全
員
の

年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
の
雇
用
の
場
の
確

保
」
を
前
提
に
、
生
計
費
の
確
保
と
働
き
方

に
見
合
う
処
遇
の
両
立
を
重
視
。
処
遇
面
で

は
一
般
的
な
生
活
水
準
維
持
の
た
め
の
生
計

費
と
し
て
月
額
二
八
万
円
程
度
（
税
金
・
社

会
保
障
除
く
）
が
必
要
だ
と
し
、
こ
の
水
準

確
保
を
ハ
ー
ド
ル
に
設
定
し
て
い
る
。

　

機
械
金
属
関
係
の
中
小
を
主
に
組
織
す
る

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
も
、 

希
望
者
全
員
の
六
五
歳
ま
で

の
雇
用
の
確
保
と
、
そ
の
処
遇
水
準
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。 

無
年
金
状

態
へ
の
移
行
に
先
行
し
て
、
在
職
老
齢
年
金

見
合
い
分
の
賃
金
増
額
を
求
め
る
と
し
、
具

体
的
な
水
準
と
し
て
、
①
年
収
ベ
ー
ス
月
額

二
八
万
円
②
月
例
賃
金
二
二
万
円
③
月
例

ベ
ー
ス
で
五
五
～
五
九
歳
平
均
賃
金
の
六

〇
％
―
―
の
何
れ
か
を
当
面
の
目
安
と
す
る
。

　

食
品
関
係
の
フ
ー
ド
連
合
も
公
的
年
金
受

給
空
白
期
間
へ
の
対
応
と
し
て
、
協
約
改
定

闘
争
（
通
年
含
む
）
の
な
か
で
、
①
希
望
者

全
員
の
再
・
継
続
雇
用
制
度
を
確
立
す
る
②

公
的
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）
の
空
白
期
間

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者
雇
用

1

高
齢
法
の
改
正
と
労
使
の
動
向
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の
賃
金
・
年
収
の
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
は

月
額
二
八
万
円
と
す
る
③
六
五
歳
ま
で
の
定

年
制
度
を
確
立
す
る
―
―
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

電
機
連
合
は
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
、
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
「
六
五
歳
定
年
制

導
入
」

　

電
機
連
合
で
は
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
社
会
を

展
望
し
た
雇
用
延
長
の
実
現
（
六
〇
歳
以
上

の
希
望
者
全
員
の
雇
用
確
保
）
と
し
て
、
①

全
従
業
員
を
対
象
に
希
望
者
全
員
の
雇
用
延

長
を
保
障
す
る
労
使
協
定
を
締
結
す
る
② 

社
員
に
準
じ
た
安
定
し
た
身
分
と
す
る
③
産

業
別
最
低
賃
金
（
一
八
歳
見
合
い
）
を
上
回

る
水
準
を
確
保
す
る
。
産
業
別
最
低
賃
金
を

超
え
て
い
る
場
合
は
、
均
等
・
均
衡
処
遇
の

実
現
に
向
け
た
改
善
を
図
る
―
―
こ
と
を
闘

争
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

民
間
最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、

産
別
と
し
て
初
め
て
「
六
五
歳
定
年
制
度
」

の
導
入
を
掲
げ
た
。
具
体
的
な
内
容
は
、
定

年
年
齢
を
満
六
五
歳
と
す
る
制
度
を
導
入
も

し
く
は
定
年
制
度
を
廃
止
す
る
。
そ
の
一
方
、

報
酬
比
例
部
分
の
受
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ

に
合
わ
せ
て
、
段
階
的
に
六
五
歳
ま
で
延
長

す
る
こ
と
も
認
め
る
。

　

ま
た
、
継
続
雇
用
制
度
と
の
併
用
に
つ
い

て
は
、六
〇
歳
以
前
と
は
違
っ
た
働
き
方（
職

務
、
職
責
、
労
働
時
間
等
）
を
希
望
す
る
労

働
者
の
た
め
に
一
旦
退
職
し
、
再
度
雇
用
契

約
を
結
ぶ
継
続
雇
用
制
度
を
併
用
す
る
こ
と

も
当
面
認
め
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
で

も
、
継
続
雇
用
の
対
象
者
は
希
望
者
全
員
と

す
る
。

国
家
公
務
員
の
「
段
階
的
定
年
延
長
」

は
見
送
り

　

人
事
院
は
昨
年
九
月
、
二
〇
一
一
年
人
勧

と
同
時
に
、
①
国
家
公
務
員
の
定
年
は
共
済

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
と
同
様

に
段
階
的
に
六
五
歳
に
延
長
②
六
〇
歳
以
降

の
給
与
水
準
は
現
役
時
代
の
七
〇
％
に
抑
制

③
定
年
前
の
短
時
間
勤
務
制
を
導
入
―
―
を

盛
り
込
ん
だ
「
意
見
の
申
し
出
」
を
行
っ
た
。

　

雇
用
と
年
金
の
接
続
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
三
年
毎
に
一
歳
ず

つ
段
階
的
に
定
年
を
引
き
上
げ
、
二
〇
二
五

年
度
に
六
五
歳
定
年
と
す
る
方
式
だ
。
こ
う

し
た
段
階
的
定
年
制
度
は
民
間
で
の
導
入
実

績
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
公
務
員
関
係
労
組

は
評
価
。
連
合
系
の
公
務
労
協
は
今
季
の
闘

争
方
針
の
中
に
「
人
事
院
の
意
見
の
申
出
に

基
づ
く
六
五
歳
ま
で
の
段
階
的
定
年
延
長
の

実
施
を
二
〇
一
二
年
の
取
組
み
の
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
全
力
で
取
り
組
む
」

と
の
要
求
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

公
務
が
先
行
し
、
民
間
に
波
及
し
て
い
く

パ
タ
ー
ン
に
一
部
民
間
労
組
に
も
期
待
す
る

向
き
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
政
府
は
段

階
的
な
定
年
延
長
を
見
送
る
方
針
を
固
め
た
。

こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
六
〇
歳
で
退
職
し
た
公

務
員
に
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
再
任
用

制
度
」
を
活
用
し
、
再
任
用
の
採
用
基
準
を

緩
和
す
る
こ
と
で
、
六
五
歳
ま
で
の
継
続
雇

用
を
拡
大
す
る
方
針
だ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
四
月
に
向
け
て

官
民
を
問
わ
ず
、「
二
〇
一
三
年
問
題
」
に
対

す
る
解
決
策
を
労
使
が
模
索
す
る
こ
と
に
な

る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

平
成
二
三
年
度
の
冲
永
賞
に

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
呉
学
殊
主
任
研

究
員
と
東
北
学
院
大
教
授
・

菅
山
真
次
氏

「
第
二
六
回
冲
永
賞
」（（
公
財
）
労
働
問
題

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
呉
学
殊
・
主
任
研
究
員
の
『
労
使
関
係
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
と
、東
北
学
院
大
学
教
授
・

菅
山
真
次
氏
の
『「
就
社
」
社
会
の
誕
生
』

が
選
ば
れ
、
三
月
七
日
に
東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
二
三
年
度
の
冲
永
賞
の
選
考
に
つ
い

て
は
、
昨
年
九
月
に
、
冲
永
賞
の
候
補
と
な

る
図
書･

論
文
の
推
薦
を
、
労
働
関
係
の
学

者･

研
究
者
を
中
心
と
す
る
約
八
〇
人
の
推

薦
人
お
よ
び
財
団
の
冲
永
賞
選
考
作
業
部
会

委
員
に
推
薦
を
依
頼
。
対
象
と
し
た
の
は
、

平
成
二
一
年
一
〇
月
か
ら
平
成
二
三
年
九
月

の
二
年
間
に
出
版
、
発
表
さ
れ
た
図
書
、
論

文
で
あ
る
。

　

推
薦
さ
れ
た
図
書･

論
文
に
つ
い
て
、
作

業
部
会
に
よ
る
事
前
審
査
を
実
施
し
、
そ
の

後
、
財
団
の
審
査
委
員
会
を
一
月
二
三
日
に

開
催
し
た
結
果
、
次
の
図
書
二
点
を
、
平
成

二
三
年
度
の
冲
永
賞
授
賞
作
に
決
定
し
た
。

１
．『
労
使
関
係
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
労
働

組
合
の
羅
針
盤
』（
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
）

　

呉
学
殊　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
研
究
員

２
．『「
就
社
」
社
会
の
誕
生
―
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
へ
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
）

　

菅
山
真
次　

東
北
学
院
大
学
教
授

　

授
賞
理
由
に
つ
い
て
、『
労
使
関
係
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
』
は
、「
労
働
組
合
運
動
の
近
年
の

新
た
な
取
り
組
み
を
多
面
的
に
取
り
上
げ
、

事
例
研
究
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
て
具

体
的
に
分
析
・
考
察
し
、
今
後
の
組
合
運
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
提
言
を
行
っ
て

い
る
。
審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
全
体
の

ま
と
ま
り
が
不
十
分
で
、
合
同
労
組
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
側
面
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と

い
っ
た
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
テ
ー
マ
ご
と
の

事
例
研
究
の
内
容
が
大
変
興
味
深
く
、
著
者

の
調
査
研
究
の
積
重
ね
が
高
く
評
価
さ
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
現
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る

労
働
組
合
の
積
極
的
な
意
義
が
活
き
活
き
と

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
」
点
を
評
価
。「
冲

永
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
と
判
断
し

た
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『「
就
社
」
社
会
の
誕
生
』
に
つ
い

て
は
、「
学
校
か
ら
企
業
へ
の
間
断
な
き
移
動

が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
へ

と
広
が
っ
て
き
た
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
の

歴
史
的
な
形
成
過
程
を
、
過
去
の
基
礎
的
資

料
や
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
素
材
と
し

た
精
力
的
な
作
業
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
り
、
完
成
に
至
る
ま
で
に
著
者
が

費
や
し
た
努
力
と
熱
意
が
読
者
に
伝
わ
っ
て

く
る
作
品
で
あ
る
。
審
査
委
員
会
に
お
い
て

は
、
全
体
を
一
貫
し
た
論
理
や
流
れ
が
不
十

分
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
が
、
各

章
に
お
け
る
実
証
的
な
分
析
は
内
容
豊
か
で

読
み
応
え
が
あ
る
」
こ
と
を
評
価
し
た
う
え

で
、「
本
書
が
研
究
史
上
長
く
参
照
さ
れ
続
け

る
力
作
で
あ
る
と
判
断
し
た
」
と
し
て
い
る
。




